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市政だより 今月の交通事故相談日

1 2月26日(火〉

市役所第 1会議室

10時--16時
なるべく事故に関係の書類を

こ持参ください
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師走の夜をきょうも元気に「火の用心」を呼びかけるこどもたち

小さな豪華行大きな無火災

ぼくらも一役

カチ、カチ『火の用心、マ ッチ1本火事の元』凍り

つくような師走の星空をいただいて、きょうも乙ども

たちの元気な声が住宅に響きわたります。

竹松住宅町内会(鮎川次夫会長、 98世帯)の阪本雅
彦君(郡中1年)は4年前この『火の用心』を思いつ

き1人で回っておりましたが、だんだんふえてリーダ

ーも弟の隆弘君(竹小五年)が受けつぎ、現在は10人

で町内13棟のアパートと58の住宅を毎晩6時過ぎから

7時ごろまで回っております。おかげで町内はずっと

無火災でみなさんからたいへん感謝され、特殊な寄付

もありましたが、こどもたちはそっくり竹松乙どもの

家に贈るなど、かくれた善行を続けております。町内

会でもクリス 7 スパーティーなどに援助したりして、

乙どもたちの成長を暖かく見守っております。

火 の用 IL' 
竹松住宅町内会
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/隆文社印刷所
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本

電

市
役
所
の
一
般
事
務
は
、
十
二

月
二
十
九
日
か
ら
来
年

一
月
三
日

ま
で
休
み
ま
す
が
、
一

部
は
次
の

と
お
り
仕
事
を
し
ま
す
。

衛
生
課

年
末
の
ご
み

・
し
尿
の

収
集
は
十
二
月
三
十
日
ま
で
、

年
始
は
一

月
五
日
か
ら
で
す
。

年
末
は
ご
み
の
量
が
ふ
え
ま
す

の
で
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入

れ
て
散
乱
し
な
い
よ
う
に
し
て

早
め
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
課

転
出

・
転
入

・
諸
証
明

の
事
務
は
行
な
い
ま
せ
ん
が
、

大
な
る
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
引

き
続
き
市
政
を
担
当
す
る
乙
と
に

な
り
ま
し

た
。み

な
さ

ま
が
私
に

お
寄
せ
く

だ
さ
い
ま
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L、

っ
そ
う
の
し
あ
わ
せ
を
念
じ
、
市

政
発
展
の
た
め
精
魂
を
傾
け
た
い

と
決
意
を
あ
ら
た
に
い
た
し
て
お

-4
し
だ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

-h
寸

上
山v

-ノ
4
f
一rl
ト
M
F

埠
草
ヲ
ト

主

計

カ

弔

市

役

所

出
生

・
死
亡
・

婚
姻
の
届
け
出

は
宿
直
、
日
直
で
受
け
付
け
ま

す
。

市
立
病
院

診
療
日

十

二

月
三

十
日

(
土
)

午
前
中
診
療

休
診
日

十
二
月
二
十
九
・
三

十

一
日

一

月

一

・
ニ
・
三
日

た
だ
し
、
急
患
の
場
合
は
い
つ

で
も
当
直
医
師
が
診
療
に
あ
た

り
ま
す
。

水

道

部

水

道
料
金
の
納
入
は
、

休
務
中
も
午
後
五
時
ま
で
水
道

部
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

77.78% 

十
二
月
三
日

執
行
さ
れ
ま
し

た
市
長
選
挙
は

晴
天
に
恵
ま
れ

出
足
は
好
調
の

よ
う
に
思
わ
れ

ま
し
た
が
、
最

終
的
に
は
前
回

(
八
三
・

O
三

労
)
を
下
回
る

七
七

・
七
八
Mm

に
終
わ
り
ま
し

た。各
投
票
所
の

結
果
は
次
の
と

お
り
で
し
た。

挙選

率

長

iHi 
刀て

市

投

幹
線
、
九
州
横
断
自
動
車
道
の
建

投区票 投票 所 有当権者日
投且票者|而投票率 |

1 今 村公民 館 509 人

2 三 浦 出 張 所 487 427 

3 鈴田 出 張 所 1，497 1， 163 I 77.69 

4 上久原公民館 1. 727 I 1.242 71.92 

市役 所第2会議室 3.179 1 2.481 78 04 ; 

6 市民会館 2.542I 2.009 1 79.03 

7 

東大村小 学 校 425 313173・65

昭和通り公民館 1.327 1 72.67 

10 古町 公民 館 1， 699 1 78.95 

11 

12 諏訪 公 民 館 2.781 1 77.44 

13 松並公民 館 1，276 1 76.82 

14 植 松公 民 館 1，1111 76.36 

15 子供 の 家 2.295 1 76.02 

1 16 長天 神社会 館 2.017 I 75.26， 

萱 瀬小学校 824 1 82.15 

18 黒木小学 校 i 328 1 81・]9i
]9 福 重 出張所 1，428 I 82.73 

20 松原出 張 所 11.s6911瓦τ 8¥.01 
21 南野岳 公民 館 269 223 82・901

計 28，571I 77.78 

， 、

l古制而瓦川百(昭 43年〉回前
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おおむら市政だより(~l 

ねたきり老人に
医療費支給制度

市
は
ね
た
き

り
老
人
の
医
療

費
を
軽
減
し
、

容
易
に
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ

う
、
来
年
一
月

か
ら
次
の
と
お

り
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た。実
施
期
日

昭
和
四
十
八

年
一
月
一
日

対

象

者

本

市

に
居
住
す
る

六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の

ね
た
き
り
状
態
が
三
カ
月
以
よ

継
続
経
過
し
た
居
宅
者
で
、
ね

た
き
り
老
人
の
認
定
基
準
に
該

当
し
、
か
つ
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
ま
た
は
社
会
保
険
の

被
扶
養
者
で
あ
る
者

申
請
方
法
対
象
者
は
ね
た
き
り

老
人
医
療
費
受
給
者
証
交
付
申

請
書
お
よ
び
委
任
状
(
二
通
)

に
民
生
委
員
の
意
見
書
を
、
添
え

て
福
祉
事
務
所
ま
た
は
各
出
張

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
申
請
書
な
ど
の
用
紙
は
、

福
祉

事
務
所
ま
た
は
各
出
張
所
に
あ

り
ま
す
。

ね
た
き
り
老
人
の
認
定
基
準

居
宅
者
で
、
ね
た
き
り
状
態
が

三
カ
月
以
上
継
続
経
過
し
た
者

で
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す

る
者

ア
他
人
の
介
助
等
ま
た
は
、
っ
た

い
歩
き
を
利
用
す
れ
ば
居
宅
内

で
の
歩
行
は
で
き
る
が
、
居
宅

外
に
お
い
て
は
困
難
で
あ
る
者

イ
自
力
で
座
位
ま
た
は
起
立
す
る

と
と
は
で
き
る
が
、
乙
れ
を
保

つ
こ
と
が
困
難
で
あ
る
者

ウ
食
事
・
入
浴

・
排
便
な
ど
の
日

壁画コンクール

第
十
四
子

ど
も
会
壁
画

コ
ン
ク
ー
ル

が
去
る
十
一

月
十
九
日
、

中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
一
チ

l
ム

一ホ展
Eコ
ロロ作

常
の
基
本
動
作
が
他
人
の
介
護

が
な
け
れ
ば
困
難
な
状
態
に
あ

る
者

O
な
お
、
申
請
手
続
そ
の
他
に
つ

い
て
く
わ
し
く
は
、
福
祉
事
務

所
ま
た
は
出
張
所
へ
。

来

年

市
ば
高
齢
者
医
療
費
の
無
料
化

を
国
に
さ
き
が
け
て
昨
年
十
月
か

ら
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
来
年

一
月
か
ら
次
の
と
お
り
国
が
実
施

す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
施
期
日
昭
和
四
十
八
年
一
月

一
日
か
ら

対
象
者
本
市
に
居
住
す
る
満
七

十
歳
以
上
の
老
人
で
、
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
ま
た
は
社

会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
る
者

申
請
方
法

山
昭
和
四
十
八
年
一
月
三
十
一
日

ま
で
に
満
七
十
歳
以
上
に
達
す

六
名
、

四
十
の
子
ど
も
会
が
参
加

し
、
「
大
村
市
の
未
来

や

夢
」

を
、
大
き
な
キ
ャ
ン

パ
ス
い
っ

ぱ

い
に
え
が
き
、

腕
を
競
い
あ
い
ま

し
た
。
「
未
来
都
市
大
村
」
を
え
が
い
た

松
並
第
一
子
ど
も
会
が
優
勝
、
く

し
ま
子
ど
も
会
な
ど
九
点
が
入
選

し
ま
し
た
。

月

か

り

国

で

る
者
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
二

月
二
十
五
日
ま
で
に
老
人
医
療

費
受
給
者
証
交
付
申
請
書
に
委

任
状
(
二
通
)
を
添
え
て
福
祉

事
務
所
ま
た
は
各
出
張
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

凶
昭
和
四
十
八
年
二
月
以
降
の
誕

生
月
の
者
は
前
月
の
中
旬
ま
で

に
申
請
書
お
よ
び
委
任
状
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

O
申
請
書
な
ど
の
用
紙
は
、
福
祉

事
務
所
ま
た
は
各
出
張
所
に
あ

り
ま
す
。

該
当
し
な
い
者

作
品
は
す
ば
ら
し
い
も
の
ば
か

り
で
、
市
民
に
広
く
見
て
も
ら
う

た
め

γ
二
月
上
旬
か
ら
市
立
病
院

や
公
民
館
に
展
示
し
て
お
り
ま
す

が
、
特
に
市
立
病
院
で
は
、
患
者

さ
ん
を
は
じ
め
、
来
院
者
に
た
い

へ
ん
喜
ば
れ
、
大
村
市
の
夫
来
像

に
見
い
っ
て
お
ら
れ
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

川
本
人
の
所
得
が
制
限
額
を
越
え

た
場
合

凶
扶
養
義
務
者
の
所
得
が
制
限
額

を
越
え
た
場
合

同
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
ま
た

は
社
会
保
険
被
扶
養
者
と
な
り

て
い
な
い
場
合

凶
原
爆
特
別
被
爆
者
手
帳
を
所
持

し
て
い
る
者

そ
の
他

山
該
当
し
な
い
者
の
う
ち
、

山

・

凶
お
よ
び
凶
の
該
当
者
に
つ
い

て
は
、
市
の
高
齢
者
医
療
費
支

給
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で

市
の
制
度
に
よ
る
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

凶
昭
和
四
十
八
年
一
月
一
日
以
降

国
の
制
度
に
よ
る
老
人
医
療
の

適
用
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
、

-
市
の
受
給
資
格
者
証
を
す
み
や

か
に
福
祉
事
務
所
ま
た
は
出
張

所
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の

所
有
者
は
毎
年

一
月
一
日
現
在

を
市
長
に
申
告

す
る
乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

法
人
、
個
人

で
固
定
資
産
税

(償
却
資
産」

を
課
税
さ
れ
て

い
る
か
た
、
お

よ
び
新
た
に
取

得
さ
れ
た
か
た

は
、
次
の
要
領

で
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
昭
和
四
十
八
年
度
は
全
資

産
を
申
告
す
る
年
で
す
。

償
却
資
産
と
は
、
土
地
お
よ
び

家
屋
以
外
の
資
産
で
事
業
の
用
に

供
す
る
こ
と
の
で
き
る
資
産
、
ま

た
自
己
使
用
の
も
の
ば
か
り
で
な

償却資産の申告を
日現在で1月 1

く
、
他
人
に
貸
し
て
い
る
も
の
も

含
み
ま
す
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
産

卯
構
築
物
(
煙
突
、
軌
条
、
貯
水

地
、
水
槽
な
ど
)

刷
機
械
お
よ
び
諸
装
置

(大
型
農

機
具
な
ど
)

付
客
船
、
運
撮
船
、
漁
船

伺
航
空
機

同
車
両
お
よ
び
運
搬
呉
(
大
型
特

殊
自
動
車
、
手
押
車
な
ど
)

川
門
工
具
、
器
具
お
よ
び
備
品

川
遊
休

・
未
稼
動
の
資
産
、
簿
外

資
産

申
告
書
提
出
先
市
役
所
課
税
課

昭
和
四
十
八
年
一
月

申
告
期
限

二
十
日
な
お
、
申
告
用
紙
は
課
税
課
に

あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
課
税
課
へ
。
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(4) 市政だより

• 
• 
• 
• 
• 
• 

12 

月

却

自

か

り

子
供
や
老
人
な
ど
歩
行
者
を
交
通
事

故
か
ら
守
ろ
う
と
ス
ク
ー
ル
・
ゾ

l
ン

対
策
を
中
心
に
十
二
月
二
十
日
か
ら
次

の
と
お
り
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

高l委

の l用
歩 |護

者 I ~

2己

通
行
の
円
滑
を
図
る
た
め
設
け
る

も
の
で
、

歩
行
者
は
一
般
の
通
行

方
法

(右
側
通
行
、
斜
め
横
断
禁

止
)
に
よ
ら
な
い
で
、
道
路
の
中

央
で
も
自
由
に

通
行
で
き
る
道
路

で
す
。

今
回
「
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
街
」
一

と
「
駅
前
ア
ー
ケ
ー
ド
街
」
が
午

前
十
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
時

間
帯
で
指
定
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
車
両
通
行
禁
止

ハ

許
可
車
、
指
定
車
を
除
く
)
と
な

り
、
バ
イ
ク
も
自
転
車
も
乗
っ
て

l歩行者専用道路 |

は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
乙
の
指
定
時
間
外
は
駐

車
禁
止
と
駅
前
ア
ー
ケ
ー
ド
街
は

三
十
キ
ロ
速
度
制
限
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一一
横
断
歩
道
の
設
置

次
の
交
差
点
に
新
た
に
横
断
歩

道
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

国
道
・
・
・・・・建
設
省
入
口

市
道
:
:
:
玖
島
交
差
点
(
二
本
〉

江
崎
交
差
点
、
建
設
省
入
口
、
乾

馬
場
鶴
田
小
鳥
居
前
(
二
本
)
、
大

村
部
隊
入
口
(
二
本
)
、
千
寄
産
業

前
(
二
本
)
、
ス
ー
パ
ー
中
村
前
、

西
大
村
中
学
校
正
門
前
、
中
央
保

育
所
入
口
、
中
地
区
住
民
セ
ン

タ

ー
前
、
大
村
倉
庫
前
、
長
野
病
院

前
、
一ニ域
小
入
口
、

三
城
小
裏
門

入
口
、
昭
和
通
り
前
川
電
気
前
〈

四
本
)
、
片
町
山
口
商
庖
前

計
二
十
四
本

23===============-===================-=-====-=-=-=-=-=-===
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========-一--=-=-
一一-一一一一一===-一一===

やー|

箱荒

新

た

な

交

通

規

制

呈三
t=t 交通妨

|ーゴ しら、、、

犬

犬
は
正
し
く

続出

飼
い
ま
し

ょ
う

カ3

市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
犬
の
放
し

室回

飼
い
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
交
通

の
妨
害
ゃ
、
各
家
庭
の
ゴ
ミ
箱
な

被

ど
が
荒
さ
れ
、
た
い
へ
ん
困

っ
て

の

お
り
ま
す
。

犬
は
正
し
く
飼
っ
て
、
他
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
じ
ゅ
う
ぶ

ん
注
意
し
、

犬
の
放
し
飼
い
は
絶

対
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う。

飼
い
主
の
義
務

O
飼
い
犬
は
、
飼
い
主
の
占
有
す

る
場
所
以
外
の
場
所
に
放
し
飼

い
を
し
な
い
乙
と
。

O
犬
を
つ
れ
出
す
時
は
、
じ
よ
う

ぶ
な
く
さ
り
、
ま
た
は
綱
を
か

け
、
人
を
か
む
お
そ
れ
の
あ
る

犬
は
口
輪
を
か
け
る
こ
と
。

O
飼
い
犬
を
捨
て
る
時
は
、
必
ず

所
定
の
不
用
犬
回
収
箱
を
利
用

す
る
こ
と
。

O
不
用
犬
回
収
日

毎
週
、
火
曜
日
、

金
曜
日
の
午

前
中
と
、

毎
月
十
四
日

不
用
犬
回
収
箱
は

市
役
所
ほ
か
、
各
出
張
所
(
三

浦
出
張
所
を
除
く
)
に
あ
り
ま

す
。

①

①

①

①

①

 

多
い
駐
・
停
車
違
反

ー

年

末

は

あ
わ
た
だ
し
い
年
の
瀬
と
と
も

に、

駐

・
停
車
違
反
が
多
く
な
り

ま
す
。次
の
場
所
で
は
停
車
す
る
乙
と

自
体
が
違
反
(
反
則
金
四
千
円
、

罰
金
五
万
円
以
下
)
に
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う。

①
交
差
点
、
横
断
歩
道
、
踏
切
、

軌
道
敷
内
、
坂
の
頂
上
付
近
、

急
こ
う
配
の
坂
、
ト
ン
、不
ル

②
交
差
点
の
側
端
ま
た
は
道
路
の

ま
が
り
か
ど
か
ら
五

メ
ー
ト
ル

以
内
の
部
分

特

に

注

意

を

|

③
横
断
歩
道
の
前
後
の
側
端
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の

部
分

④
安
全
地
帯
の
左
側
部
分
お
よ
び

当
該
部
分
の
前
後
の
側
端
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
前
後
に
十
メ
ー
ト
ル

以
内
の
部
分

⑤
パ
ス
の
停
留
所
か
ら
十
メ
l
ト

ル
以
内
の
部
分
(
運
行
時
間
中
〉

⑦
踏
切
の
前
後
の
側
端
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
前
後
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部

分



吹
鳴
要
領

①
二
十
八
日
午
前
八
時

消
防
団
員
召
集
サ
イ

レ
ン

十
五
秒
吹
鳴

l
六
秒
休
止

l
十

に
生
ま
れ
た
か
た
で
す
。

代
表
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昭和47年12月15日
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

五
秒
吹
鳴

②
二
十
八
日
1
三
十
一

日

毎
日
午
後
八
時

「消
防
の
時
間
」
一
分
間
吹
鳴

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で

歳
末
特
別
警
戒

!氏 名 ! 住 所 |推選機関

)森 勝宏前舟津141 青年 団

!石津美智子 |片町57 | 
小玉和義 |今富郷1080 大村 高 校

|久保 明美 (水田1区乙の8
杉本 重義 乾馬場郷116 園芸高 校

山下志美子 宮代郷2188
中島 七郎 今津郷282 工業高 校

原口 悦子 武留路郷678 向陽高校

田畑 稔弥勅寺郷94の2 農 協

松野計子 沖田郷111
黒木さえ子 西本町458の8商工会議所内|商工会議所
池田 辰則 富の原郷1683松下工業側内
永尾久美子 i森園郷1570の2野上織布側内i野上 織 布

i山町子 !諏訪郷8附 「立ハドソン
牧 源広 乾馬場郷大村部隊本管中隊|大村部 隊

森田 幸則 第4中隊 |
1 小島 国光 今津郷竹松部隊第4中隊 |竹 松部 隊
l 中原義員 ~. 1/ ~-:::c~ 大叩 |矧同
佐藤俊彦 l平小)11郷977 市役所
岳田 幸子 並秘郷市病看護宿舎 | 

__ }7-ア》、

ぷ戸時，語 主
叉;，Vグ》

意

義

あ

る

成

人

式

を

記
念
行
事
な
ど
決
ま
る

ft 1~ 
量 5r: ~シ V
三令。
o 

一
月
十
五
日
、
成
人
の
日
に
市

は
、
新
た
に
成
人
と
な
ら
れ
る
か

た
が
た
の
前
途
を
祝
福
す
る
た
め

成
人
式
を
行
な
い
ま
す
が
、
今
回

も
、
よ
り
有
意
義
な
成
人
式
と
す

る
た
め
、

該
当
者
代
表
に
よ
り
成

人
式
準
備
会
が
発
足
し
、

会
合
を

続
け
て
お
り
、
そ
の
結
果
次
の
よ

う
な
記
念
行
事
が
決
ま
り
ま
し
た

場

所

市

民
会
館

一
、
式
典

一
一、
新
成
人
の
主
張

三
、
新
成
人
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン

四
、
記
念
事
業

連
絡
先

社
会
教
育
課

電
話
合
!
四

一
一一

な
お
、

十
二
月
一

日
現
在
の
住

民
票
を
基
に
名
簿
を
作
成
し
、

一

月
十
日
ご
ろ
ま
で
に
該
当
者
へ

通

知
し
ま
す
。

今
回
の
該
当
者
は

。
師
走
l

花
年
締
め
く
く
り
の
月
で
す
。

;>/ ~ω U4 
1fi手i ち矛ラ
グギ f!ιo 

Zグ-~ <4.'~%ア

輝
か
し
い
新
年

を
迎
え
る
た
め
消

防
署
消
防
団
で
は

歳
未
特
別
警
戒
を
十
二
月
三
日
か

ら
三
十
一

日
ま
で
実
施
し
ま
す
。

お
互
い
に
火
の
元
、
火
の
取
り

扱
い
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
、

火
災
の
な
い
明
る
い
新
年
を
迎
え

古
ナ
し
ょ
・
っ
。

@
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の

お

知

ら

せ

火
の
元
点
検
を
推
進
す
る
た
め

消
防
の
時
聞
を
午
後
八
時
と
定
め

二
十
八
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
毎

日
午
後
八
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

じ
ま
す
。

記
念
式
典
お
よ
び
行
事

年
末
の
ご
み
収
集
に
ご
協
力
を

り

一
月
十
五
日

午
前
十
時
か
ら

日
時

年
末
は
平
常
よ
り
も
ご
み
の
量

が
ふ
え
、
ご
み
処
理
が
停
滞
し
ま

す
の
で
次
の
乙
と
に
ど
協
力
く
だ

さ
い
。

一
ご
み
容
器
は
収
集
し
や
す
い
と

こ
ろ
に
出
す
。

二
ご
み
、
残
飯
類
は
水
分
を
よ
く

き
っ

て
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
て
出
す
。

三
ご
み
が
多
い
の
で
散
乱
し
な
い

よ
う
に
袋
な
ど
に
入
れ
て
出
す

四
ビ
ン
類
、
金
物
類
、
紙
類
で
回

収
業
者
が
と
り
扱
う
も
の
は
回

収
業
者
を
利
用
す
る

五
せ
ん
で
い
さ
れ
た
植
物
、
雑
草

な
ど
に

つ
い
て
は
自
分
で
焼
却

す
る
。

※
年
末
の
ご
み
、
し
尿
の
収
集
は

十
二
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

年
始
は

一
月
五
日
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
ご
み
容
器
か
ら
は

み
出
る
状
態
の
と
き
は
ビ
ニ

ー

ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
散
乱
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

おおむ

市
場
調
査
資
料
な
ど
と
し
て
各
方

一

面
に
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す

一

な
お
、
こ
の
調
査
で
知
り
得
た

一

乙
と
が
ら
は
、
統
計
を
つ
く
る
目
一

的
だ
け
に
用
い
ら
れ
、
申
告
者
の

一

不
利
益
に
な
る
よ
う
な
こ
と
に
使

一

わ
れ
る
乙
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん

一

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

一

願
い
し
ま
す
。

一

i査 い事に国 行国
lとわ 業 ?属 に こ な い十
}も ば 所すおのわっ二
:い製をるけ謂れせ月
:う 造 もする査まい三
iベ業れ 川べ製 はすに十
.き 1になて造わ。工 -
lも関くの 業が 業日
のす 調 統現
でる 査 ‘ . 計 在
あ国 す 調 で
り勢 る'1 査
、調 、l エl が全

業

協ま
力調
査
をに

こ
の
調
査
結
果
は
、
工
業
統
計

速
報
お
よ
び
工
業
統
計
表
と
し
て

公
表
さ
れ
、
各
種
の
経
済
分
析
や

一

国

お
よ
び
都
道

府

一

県
、
市
区
町
村
の
産

一

業

振

興
、
地

域
開

発
、
公
害
、
水
、
交
通
等
各
種
の

行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
、

ま
た
民
間
企
業
の
経
営
の
指
針
、

製
造
事
業
所
お
よ
び
本
社
本
庄
に

つ
い
て
生
産
の
た
め
に
使
用
さ
れ

た
生
産
要
素
お
よ
び
生
産
活
動
の

市政だより

ー・1、
、ー

成
果
な
ど
に
つ

い
て
調
査
し
製
造

業
の
実
態
を
構
造
的
に
は
握
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

(5) 
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川
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月日i診療科 目 |医院名 :所在地i電
科 |海浜病院 |武部|②-3211

長野病院 |東三域l②-2107

口|①-8355

田中医 院 |乾馬場 |②-2744
聞に 周

科 |田川小児科 |皆同 I@-85451催関知文I ~/'I ' J ""/u'，-， J .... .j 1'-::，/ uu':tu I さすを 部

i _れるは省
科 |毛利医 院 |ーノ郷i⑤-85171ま資か 認
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科 |野 口 医院 |並松|②-23391。なた 社
l どめ会
の、 通

展通 信
示信 教
会教 育
が 育 の

(6) 

お

し

せ

り

りおおむ

催
し
も
の

市政だより

年
始
慰
霊
式
典

昭
和
四
十
八
年
の
年
頭
に
際
し

戦
没
者
諸
英
霊
に
奉
賛
の
誠
を
捧

げ
る
た
め
次
の
と
お
り
年
始
祭
慰

霊
式
を
行
な
い
ま
す
。

日
時

昭
和
四
十
八
年
一
月
八
日

午
前
九
時

場
所

長
崎
県
忠
霊
塔
(
武
部
郷
)

主

催

長

崎
県
殉
国
慰
霊
奉
賛
会

大
村
支
部

祭
主

大
村
支
部
長
松
本
寅
一

ど
遺
族
の
か
た
は
で
き
る
だ
け

ど
参
拝
く
だ
さ
い
。

当番医

内

話

の正月

1/11'産婦人科

桝本医院内・産婦人科

匂...... 戸、戸、，、，、~、..，...，...，.，

E ーご寄付ありがとう

ございました一一

)......，.."...門戸.......... 

社
会
通
信
教
育

展

示

会

科

児

内

内

社
会
福
祉

事
業
費
へ

O
森
園
郷

田
中
サ

ヨ
さ
ん

は
亡
夫

精
一
郎

さ
ん
の

忌
明
け

に
あ
た

科

り
金

一
封
を

O
森
園
郷
の
パ
l
ル
レ
i
ン
大
村

代
表
者
金
子
原
二
郎
さ
ん
は
開

庖
の
際
の
祝
金
を

中
地
区
公
民
館
に
図
書
を

O
森
園
郷
の
今
崎
澄
子
さ
ん
か
ら

図
書
二
十
一

冊

。
古
町
の
佐
古
亮
尊
さ
ん
か
ら

図
書
二
十
五
冊

期
日

昭
和
四
十
八
年

一
月
十
四

日
I
十
八
日

諌
早
市
民
セ

ン
タ
ー

会
場

内
容

各
課
程
の
内
容
を
示
し
た

パ
ネ
ル
お
よ
び
教
材
、
教
具

な
ど
社
会
通
信
教
育
に
関
す
る
受

講
案
内
お
よ
び
資
料
な
ど

募

集

肢
体
の
不
自
由
な

児
童
・
生
徒
募
集

入
学
資
格
・
条
件

手
・

足

・
体
の
不
自
由

(
病
状

固
定
〉
な
学
齢
の
子
ど
も
で
、
集

団
生
活
に
耐
え
、
教
育
成
果
が
あ

が
る
見
込
み
の
あ
る
も
の

募
集
人
員

小
学
部

小
学
部

中
学
部

高
等
部

一
年

約

八

名

一年

1
六
年

若

干

名

一
年

1
一
二
年

若
干
名

一
年

約

十
名

願
書
提
出
期
間

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
十
八
日

I

昭
和
四
十
八
年
二
月
二
十
八
日

資
格
そ
の
他

O
受
験
料
、

授
業
料
、
入
学
金
は

無
料

O
入
学
す
る
と
国
や
県
か
ら
就
学

奨
励
費
支
給
の
制
度
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

O
通
学
に
は
通
学
パ
ス

の
便
が
あ

り
ま
す
。

O
寄
宿
舎
は
完
備
し
舎
監
や
寮
母

が
舎
生
の
養
育
に
あ
た
り
ま
す

学
校
名
お
よ
び
所
在
地

長
崎
県
立
諌
早
養
護
学
校

諌
早
市
真
崎
町

一
六
七
O
|

一

電
話
。
ー
一O
八
五

※
く
わ
し
く
は
返
信
用
切
手
同
封

の
う
え
学
校
へ

そ

他

の

交

通

制

限

内
田
川
河
川
改
修
工
事
の
た
め

次
の
と
お
り
交
通
制
限
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
通
行
に

つ
い
て

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

路

線

名

市

道
内
田
川
線

位

置

鶴
亀
橋
か
ら
国
道
に
通

ず
る
舗
装
道
路

期

昭

和

四
十
八
年
二
月
二

年
末
の
銀
行
関
係
は

三
十
日
午
前
中

間

十
二
月
三
十
一
日
は
日
曜
日
に

あ
た
り
ま
す
の
で
銀
行
、
信
用
金

庫
は
休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

十
二
月
三
十
日
(
土
)
は
午
前

中
で
す
か
ら
ど
用
件
は
早
め
に
お

す
ま
せ
く
だ
さ
い
。

十
日
ま
で

制
限
の
種
類

川
片
側
通
行

凶
通
行
禁
止
(
総
重
量
四
ト

ン

車
以
上
)

大
村
銀
行
協
会
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